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要介護（要支援）認定書の状況
○　要介護認定を受けた人は3年6ケ月で約153万人増加（70％）

○　特に、要支援・要介護1の認定を受けた舌が大幅に増加（106％）

（要介護度別認定者数の推移） 2000年4月末からの増加率
（単 位 ：千 人 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■ ■
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2000年4月末　2001年4月未　2002年4月未　2003年4月未　2003年10月末

□要支援　国要介護1　□要介護2　臣ヨ要介護3　□要介護4　□要介護5

計 70％

54％5

4 35％

47％3

2 55％

115％口

支 一　91％

（出典：介護保険

事業状況報告）



介護サービス利用者数の増加
○　介護サービスの利用者数の推移
3年4ケ月で、居宅は121％、施設は40％、全体で93％の増加

2000年4月 2001年4月 2002年4月 2003年4月　 2003年8月

居 宅

サービス
97万人 142万人 172万人 201万人　　 214万人

施 設

サービえ
52万人 65万人 69万人 72万人　　 73万人

合　 計 149万人 207万人 241万人 274万人　　 287万人

（出典：介護保険事業状況報告）
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給費用・保険給付額の推移
○　総費用の推移

利用料金を含めた総費用は、5．7兆円。

（H12実績） （H13実績） （H14実績）　　（H15予算（補正後））　（H16予算案）

○　保険給付額の推移

利用料金を除いた保険給付額は、5．1兆円。

（H12実績） （H13実績） （H14実績）　　（H15予算（補正後））　（H16予算案）
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12年度と14年度における介護給付費（月平均）の比較

注）数値は介護保険事業状況報告による第1号被保険者分（12，14年度とも月平均、14年は10ケ月分）である。

4
（第4回介護保険部会資料）



サービス給付額の状況
サ　　　　　　　 ビ　　　 ス　　　 名 保 険 給 付 額 対前 年 同 月 比 構 成 割合

在　　　 宅　　　 サ　　　　　　　 ビ　　　 ス 1．967億 円 22．2％ 46．8％

訪 問介 護 486億 円 21．2％ 11．6％

訪 問入 浴 介 護 43億 円 10，4％ 1．0％

訪 問看 護 91億 円 4．9％ 2．2％

訪 問 リノ どヽリテー ション 4億 円 12．5％ 0．1％

通 所 介 護 448億 円 24．2％ 10．7％

適 所 リハ ビリテーシ ョン 249億 円 10．4％ 5．9％

福 祉 用 具 貸 与 108億 円 32．2％ 2．6％

ショー トステ イ 151億 円 10．9％ 3．6％

ショー トステ イ（老 健 ） 40億 円 14．7％ 1．0％

ショー トステ イ（病 院 等 ） 6億 円 20．3％ 0．1％

居 宅 療 養 管 理 指 導 16億 円 ▲ 2．7％ 0．4％

・輔頑鍔鄭轡夢琴鰊訟敷詰鼓．誓拍．｝ヰ斗－筆野・喝登猥談肇黎・撃祭ら；二「整。てIし詣二モー二億桝1澤＿＝t　　　　　 ・　　 l
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居 宅 介 護 支 援 182億 円 33．4％ 4．3％

施　　　 設　　　 サ　　　　　　　 ビ　　　 ス 2，233億 円 1．2％ 53．2％

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 965億 円 ▲0．6％ 23．0％

老 人 保 健 施 設 751億 円 1．3％ 17．9％

療 養 型 医 療 施 設 516億 円 4．5％ 12．3％

合　　　　　　　 計 4，200億 円 10．0％ 100．0％

（国民健康保険中央会調べ（平成15年9月サービス分））
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介護保障制度費用負担構造（平成16年虚予算案）

54，515億円

※　数字は、それぞれにおいて四捨五入しているため、合計に一致しない。

※　第1号保険料は、平成16年度の給付費に充てられる額を計上。
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介護保険制度の費用負担構造（概念園1
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介護保険料について・1
○　基準所得金額（第4段階と第5段階の境界所得）については、第1段階と第2段階における
軽減分と、第4段階と第5段階の増額分が均衡するように設定する

約2％

第1段階　　第2段階
×0．5　　　　×0．75

第3段階
×1

8

第4段階　第5段階
×1．25　×1．5

現行200万円



介護保一険料について・2
0　高齢者の保険料は、負担能力に応じた負担を求める観点から、原則として各市町村ごとの所得段階
別の定額保険料としている。（5段階ないしは6段階）

段階 対象者 保険料 対象者見込数

（第2期） （第1期）

第 1段階 ■生活保護受給者 基準額 約 2％　　 約 2％

・市町村民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者 ×　0．5

第2段階 市町村民税世帯非課税者 基準額　×0．75 約34％　　 約29％

第3段階 市町村民税本人非課税者 基準額

・X l

約39？も　 約43％

第4段階 市町村民税本人課税 基準額 約13％　　 約16％

（被保険者本人の合計所得金額が200万円未満） × 1．25

第5段階 市町村民税本人課税 基準額 約12％　　 約10％

（被保険者本人の合計所得金額が200万円以上） X l．5
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第2期の第1号保険料について

第2期（平成15～17年）介護保険料

［第1期］　　　　　　［第2期］

2，911円　　→　　3，293円（＋13．1％）

※　第1号被保険者1人あたり全国平均（月亀・加重平均）
※　上記の保険料額は各保険者の基準額を平均したものである。

（参考）保険料基準額の分布状況（保険者数）
第 1期 第 2期

1，500円超　 ～　 2，000円以 下 85（2．9％） 18（0．7％）

2，000円超　 ～　 2，500円以 下 617（21．3％） 263（9．5％）

2，500円超　 ～　 3，000円以 下 1，422（49．1％） 906（32．8％）

3，000円超　 ～　 3，500円以 下 673（23．2％） 842（30．5％）

3，500円超　 ～　 4，000円 以 下 97（3．4％） 536（19．4％）

4，000円超　 ～　 4，500円 以 下 1（0．0％） 142（5．1％）

4，500円超　 ～　 5，000円以 下 0（0．0％） 46（1．7％）

5，000円超　 ～　 5，500円以 下 0（0．0％） 6（0．2％）

5．500円超　 ～　 6，000円以 下 0（0．0％） 3（0．1％）

合 計 2，895 2，762

※　第2期において保険料を経過的に複数設定している広域保険者については、同一保険料地域ごとに一つとして計上して
いる。（2広域保険者で5地域）

10



僅験料別市町村数（月額）

左墨星

癖
保険料（月額・超一以下）

（第3回介護保険部会資料）
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保険者規模（第1号被保険者数）区分ごとの保険料分布
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l．500円塩　～　2．000円超　－　2．500円超　～　3．0。0円過　－　3，500円起　－　4．000円超　～　4．500円超　－　5．000円起　～　5．500円超　～
2．000円以下　　2．500円以下　　3．000円以下　　3．500円以下　　4．000円以下　　4．500円以下　　5月00円以下　　5，500円以下　　8．000円以下

1，000人以上～3．000人未満

1．500円超　～　2，000円超　－　2，500円超　～　3．000円超【一　3．500円迫　～　4．0∝I円過　～　4．500円超　～　5－000円超　～　5．500円超　～
2．000円以下　　2．500円以下　　3，00。円以下　　3．500円以下　　4．000円以下　　4．500円以下　　5．000円以下　　5．500円以下　　仇000円以下

3，000人以上～5β00人未満

巨≒ま圏圏圃圃町　l
1．500円祖【一　2，000円超　－　2．500円超　－　3，000円超　～　3．500円超　～　4．000円超　～　4．500円超　～　5．000円超　～　5．500円超　～
2．000円以下　　2．500円以下　　3．000円以下　　3．500円以下　　4，000円以下　　4β00円以下　　5．000円以下　　5．500円以下　　6．000円以下

5．000人以上～10，000人未満

1，500円超　～　2．000円超　－　2．500円超　～　3．000円超　～　3．500円超　～　4，000円起　～　4．500円超　～　5，000円超　～　5，500円組　～
2．000円以下　2．500円以下　3，000円以下　3，500円以下　4，000円以下　4．500円以下　5．000円以下　5．500円以下　6．000円以下

10，000人以上～50，000人未満

1．500円超　～　2．000円超　－　2．500円超　～　3．000円超　～　3，500円超　～　4．000円超　～　4月00円超　～　5．000円超　～　5月00円超　～
2．000円以下　2，500円以下　3．000円以下　3，500円以下　4．000円以下　4β00円以下　5．000円以下　5，500円以下　6，000円以下

50，000人以上

1，500円超　～　2．000円超　～　2，500円超　～　3．000円超　～　3．500円超　～　4．000円超　～　4，500円超　～　5．000円超　～　5，500円超　－
2．000円以下　2．500円以下　3．000円以下　3，500円以下　4．000円以下　4．500円以下　5．000円以下　5，500円以下　6，000円以下

（第3回介護保険部会資料）



広域蓮台数の推移

12年度 13年度 14年度 15年度

68

29

連合数 55 59 60

広域連合のあ

る道府県数
24 25 26
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高額保険料保険者・低額保険料保険者の特徴

＜介護保険料が特に高嶺となる保険者＞

○　全国的な水準と比較して、認定率が高く、受給者1人当たりサービス受艶垂も

概ね高い。

○施設給付に大きく依存し受給者1人当たりサービス受給額が高い場合と、量産
率が極めて高い場合の2パターンに分けられる。

＜介護保険料が特に低額となる保険者＞

○　全国的な水準と比較して、認定率が低く、概ね施設給付受給者の比率が低く

受給者1人当たりサービス受給額も低い水準にとどまる。

高額保険料保険者

保 険

1号 保 険 料

基 準 額

（円 ／ 月 ）

1号 被 保 険 者 高 齢 化 率 1 号 認 定 率

口 号 受 給 者 1人 当 た

リ サ ー ビ ス 受 給 額

（円 ／ 月 ）

施 設 受 給 者 率
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人当たりサービス支給額は広域全体ベースで記載
※　嵩齢化率は住民基本台帳に基づく状況（13年度末）、他は介護保険事業状況報告（月報）より（15年6月）

□全国平均よりも壷邑基準である項目

（参考）全国値

保険
1号保険料

基準額

（円／月）

1号被保険者 高 齢 化 率 1号 認 定率
1号受給者 1人当た

リサ ービス受給額

（円／ 月）

施設 受給者率

著名 数（千人） （％ ） （％ ） （％ ）

全 国 3，293 24，042 18．3 14．3 146，497 26．1

※　高齢化率は住民基本台帳に基づく状況（13年度末）、他は介護保険事業状況報告（月報）より（15年6月）

（第6回介護保険部会資料）



低額保険料保険者

保 険
1号 保 険 料

基 準額

（円／ 月 ）

1号被 保 険 者 高 齢 化 率 1号 認 定 率
1号受 給 者 1人 当た

リサ ー ビス受給 額

（円／ 月 ）

施 設 受給 者 率

者 名 数 （人 ） （％ ） （％ ） （％ ）
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棚璽

※　嵩齢化率は住民基本台帳に基づく状況（13年度末）、他は介護保険事業状況報告（月報）より（15年6月）

恥全国平均よりも低足並空である項目

（参考）全国値

保険
1号保険料

基準額

（円／ 月）

1号被保険者 高齢 化率 1号 認 定 率
1号受給者 1人当た

リサ ービス受給額

（円／ 月）

施設受給者率

著名 数（千人） （％ ） （％ ） （％）

全 国 3，293 24，042 18．3 14．3 146，497 26．1

※　高齢化率は住民基本台帳に基づく状況（13年度末）、他は介護保険事業状況報告（月報）より（15年6月）

（第6回介護保険部会資料）



利用形態による県別分布

○　在宅・施設とも利用の高い県は西日本に多い。
0　在宅・施設とも利用の低い県は東日本に集中。

施設・在宅被保険者1人当たり支給額（都道府県ベース・単位：円）
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（介護保険事業状況報告（平成15年1月分データ）より）

（第2回介護保険部会資料）
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財政安定化基金貸付状況
（平成14年虎夫見込）

☆　財政安定化基金貸付の全保険者に占める貸付保険者の割合が高い都道府県

都　 道　 府　 県　 名 保 険 者 数 貸付保険者数 貸付保険者割合

口 沖　　 縄　　 県 52 45 86．5％

2 熊　　 本　　 県 94 58 61．7％

3 富　　 山　　 県 10 6 60．0％

4 青　　 森　　 県 67 39 58．2％

5 佐　　 賀　　 県 7 4 57．1％

☆　財政安定化基金貸付の全保険者に占める貸付保険者の割合が低い都道府県

都　 道　 府　 県　 名 保 険 者 数 貸付保険者数 貸付保険者割合

口 埼　　 玉　　 県 90 0．0％

口 静　　 岡　　 県 72 0．0％

3 愛　　 知　　 県 85 2 2．4％

4 神　 奈　 川　 県 37 1 2．7％

5 大　　 阪　 府 42 2 4．8％

19　　　　　　　　　　　　　　（第3回介護保険部会資料より）



財政安定化基金の貸付・交付比率の状況
（平成川年度末見込）

☆　安定化基金積立総額に対する保険者の貸付・交付金額の割合の
大きい都道府県

都　 道　 府　 県　 名 貸付・交付金額比率

口 沖　　 縄　　 県 88．1％

2 高　　 知　　 県 81．5％

3 青　　 森　　 県 75．7％

4 徳　　 島　　 県 69．4％

5 鳥　　 取　　 県 64．3％

☆　安定化基金積立総額に対する保険者の貸付・交付金額の割合の
小さい都道府県

都　 道　 府　 県　 名 貸付暮交付金額比率

口 埼　　 玉　　 県 0．0％

口 静　　 岡　　 県 0．0％

3 神　 奈　 川　 県 0．1％

4 福　　 井　　 県 0．2％

5 東　　 京　　 都 0．6％

20　　　　　　　　　　　　　（第3回介護保険部会資料より）



制度の持続可能性

0　2025年には、総人口の約3割、20歳以上の3人に1人が65歳以上の高齢者

2025年推計

く注）2003年9月は総務省調べ。2025年推計は「日本の将来人口推計（平成14年1月推計）」（社会保障人口問題研究所）による。

0　2025年度までに、給付糞ベースで4倍、対国民所得比で3．5倍に拡大の見込み

〔社会保障給付真の将来推計〕

介護保険分

2002年度

給付糞ベースで
4倍に拡大

（％）は対国民所得比
2025年度推計

21（「社会保障の給付と負担の見通し（扁）」より）




